
社協・地域とのつながりを考える座談会

ひだまり第３号

昭和 30 年生まれ。昭和 56 年、匝
瑳市社協に入局後、平成 18 年から
匝瑳市社協事務局長に就任し、現
在に至る。その他、千葉県社会福
祉協議会事務局長会副会長等の役
職を務める。

きの　のりお

事務局長

（社福）匝瑳市社会福祉協議会

木野 則男

昭和 39 年生まれ。千葉県内の精神
科病院勤務（相談員）を経て、平
成元年に市川市社協に入局後、現
在に至る。その他、県社会福祉士
会相談役（前会長）、市地域自立支
援協議会長等の役職を務める。

やまざき たいすけ

事業課長

（社福）市川市社会福祉協議会

山﨑 泰介

昭和 33 年生まれ。平成９年に福祉
課に配属後、以来 15 年以上、市福
祉業務に携わる。（平成 19 年から
４年間は民生委員の主担当）その
他、第２次千葉県地域福祉支援計
画推進委員等の役職を務める。

はだ　ゆきひろ

課 長

鴨川市福祉課

羽田 幸弘

泉 　活動実態調査の結果によると、民生委員が地
区社協の活動に参加することについて、「同じ
方向を向いて活動する仲間だから当然だ」と考
える方もいれば、「自動的に配属されてしまう」
という意見も見受けられます。また、約６割の
方が地区社協活動に関わることに「やりがい」
を感じている一方、何らかの負担感を抱く方も
少なくないことがわかりました。
　そして、地区社協への要望としては、民生委
員以外にもっと活動に参加してもらえる人材の
確保をしてほしい、役割分担をしていきたいと
いう意見も多数ありました。
　民生委員活動と地区社協活動の一線は、どこ
にあるのでしょうか。今後、民生委員が地区社
協と十分な連携を取りながらも、前向きで積極
的な活動を進めていく上で、それぞれの立場か

ら、その現状と将来像についてお話しいただき
たいと思います。

山﨑 　市川市では、地区社協に協力する福祉委員（市
川市社協の協力員制度）662 名のうち、自治会
からの紹介者も含めると、概ね 300 名近くの民
生委員が何らかの形で、地区社協活動に（福祉
委員として）協力していただいています。
　例えば、市内で行うサロン活動は、（市社協
で進める）「サロン 100 ヶ所事業」の一環として、
地区社協や町会の方、民生委員が協力して立ち
上げてきました。現在、月１回程度以上開催す
るサロンは 89 ヶ所。うち、子育て世帯向けは
22 ヶ所となっています。

地域福祉活動は、みんなで背負うもの

（※敬称略、以下本文中も同）
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